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施
策
の
背
景

我
が
国
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
と

し
て
、
Ｃ
Ｏ
２
な
ど
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
に

つ
い
て
２
０
５
０
年
ま
で
の
長
期
目
標
と
し

て
現
状
か
ら
60
〜
80
％
の
削
減
を
掲
げ
て
い

ま
す
が
、
我
が
国
の
Ｃ
Ｏ
２

総
排
出
量
の
う

ち
、
約
２
分
の
１
が
主
と
し
て
都
市
活
動
に

起
因
し
て
お
り
、
都
市
環
境
分
野
に
お
け
る

抜
本
的
対
策
が
不
可
欠
で
す
。

我
が
国
の
都
市
で
は
、
高
度
成
長
期
以
降
、

人
口
流
入
と
都
市
の
外
延
的
拡
大
が
進
ん
だ

上
、
近
年
で
は
大
規
模
集
客
施
設
や
公
共
・

公
益
施
設
な
ど
の
都
市
機
能
の
郊
外
立
地
が

進
ん
で
お
り
、
自
動
車
利
用
の
一
層
の
高
ま

り
な
ど
で
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
増
加
し
て
い
く
こ

と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
一
方
、
人
口
が
ま
と

ま
っ
て
分
布
し
て
中
心
部
を
形
成
し
て
い
る

都
市
や
、
公
共
交
通
機
関
が
整
備
さ
れ
て
い

る
都
市
は
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
少
な
い
傾
向
が
見

ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
都
市
を
コ
ン
パ
ク

ト
化
す
る
な
ど
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
な
ど
の
環
境

負
荷
の
小
さ
な
都
市
構
造
、
す
な
わ
ち
低
炭

素
型
都
市
構
造
へ
転
換
す
る
こ
と
の
有
効
性
、

必
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
都
市
に
関
わ
る
各
部

門
に
お
い
て
取
り
組
ん
で
き
た
Ｃ
Ｏ
２
な
ど
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
効
果
を
一
層
高
め

低炭素型都市構造を
目指した都市づくり

都市・地域整備局 都市・地域政策課／市街地整備課
下水道部　下水道企画課

低炭素型都市構造への取組みイメージ
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る
た
め
、
都
市
構
造
全
体
を
見
据
え
た
総
合

的
な
取
組
み
を
進
め
、
低
炭
素
型
都
市
構
造

へ
の
転
換
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

主
な
取
組
み
の
紹
介

こ
こ
で
は
、
低
炭
素
型
都
市
構
造
へ
の
主

な
取
組
み
で
あ
る
「
集
約
型
都
市
構
造
の
実

現
」「
都
市
緑
化
等
の
推
進
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
面
的
利
用
の
促
進
」
お
よ
び
「
下
水
道
に

お
け
る
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
利
用
等

の
促
進
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

集
約
型
都
市
構
造
と
は
、
都
市
圏
内
の
中

心
市
街
地
と
主
要
な
交
通
結
節
点
周
辺
を
、

都
市
機
能
の
集
積
を
促
進
す
る
拠
点
（
集
約

拠
点
）
と
し
て
位
置
付
け
、
集
約
拠
点
と
都

市
圏
内
の
そ
の
他
の
地
域
を
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
で
有
機
的
に
連
携
さ
せ
る
も
の
で

す
。
市
街
地
の
無
秩
序
な
拡
散
を
抑
制
し
つ

つ
、
商
業
、
業
務
、
公
共
施
設
な
ど
の
多
様

な
都
市
機
能
が
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
ま
っ
た

都
市
構
造
は
、
Ｃ
Ｏ
２
な
ど
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
削
減
と
い
っ
た
地
球
環
境
の
観
点
だ
け

で
な
く
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
や
高
齢
者

な
ど
の
生
活
利
便
性
の
確
保
、
都
市
経
営
コ

ス
ト
の
低
減
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

集
約
型
都
市
構
造
の
実
現
に
向
け
、
主
に

特集■地球環境時代に対応したくらしづくり

中心市街地への都市機能の集積促進イメージ

都市・地域総合交通戦略に基づく施策・事業の展開イメージ

集
約
型
都
市
構
造
の
実
現
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緑
地
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
吸
収
源
と
し

て
地
球
温
暖
化
の
緩
和
に
貢
献
し
ま
す
。
ま

た
、
特
に
都
市
の
緑
地
は
、
都
市
活
動
で
排

出
さ
れ
る
人
工
廃
熱
の
増
加
や
、
舗
装
面
の

増
大
な
ど
に
よ
る
地
表
の
人
工
化
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
気
温
の
上
昇
や
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
に
も
寄
与
し
て
お
り
、

緑
地
の
保
全
・
再
生
・
創
出
な
ど
を
通
じ
て

環
境
負
荷
の
低
減
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必

要
で
す
。

市
街
地
に
お
け
る
緑
化
に
つ
い
て
は
、
都

市
公
園
な
ど
緑
の
拠
点
整
備
を
推
進
し
て
い

せ
る
ま
ち
」
の
実
現
を
図
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、「
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に

関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
内
閣
総
理
大
臣

に
よ
る
認
定
を
受
け
た
基
本
計
画
の
区
域
等

に
つ
い
て
、
都
市
機
能
の
ま
ち
な
か
立
地
や

空
き
ビ
ル
の
再
生
な
ど
の
取
組
み
を
重
点
的

に
支
援
し
て
い
ま
す
。

○
公
共
交
通
を
中
心
と
し
た
都
市
・
地
域

総
合
交
通
戦
略
の
推
進

都
市
交
通
は
都
市
構
造
や
土
地
利
用
と
相

互
に
密
接
に
関
係
し
て
お
り
、
集
約
型
都
市

構
造
の
実
現
に
向
け
て
公
共
交
通
や
徒
歩
・

自
転
車
交
通
を
重
視
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

を
総
合
的
・
重
点
的
に
進
め
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

こ
の
た
め
、
地
方
公
共
団
体
や
交
通
事
業

者
な
ど
の
関
係
者
が
協
議
会
を
設
立
し
、
総

合
的
な
交
通
の
あ
り
方
や
必
要
な
施
策
な
ど

を
内
容
と
す
る
「
都
市
・
地
域
総
合
交
通
戦

略
」
の
策
定
と
、
同
戦
略
に
基
づ
き
実
施
さ

れ
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
や
バ
ス
の
走
行
環
境
の
整
備
、

交
通
結
節
点
の
整
備
促
進
と
人
と
環
境
に
や

さ
し
い
自
転
車
利
用
環
境
の
計
画
的
整
備
な

ど
に
つ
い
て
総
合
的
・
重
点
的
に
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。

次
の
よ
う
な
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

○
大
規
模
集
客
施
設
等
の
都
市
機
能
の

適
正
な
立
地
の
確
保

大
規
模
集
客
施
設
等
（
著
し
く
多
数
の

人
々
を
広
い
地
域
か
ら
集
め
る
施
設
）
は
広

域
的
な
交
通
流
態
な
ど
都
市
構
造
や
イ
ン
フ

ラ
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
が
、
従
来
は
広
い
地
域
で
立
地
可
能
と

な
っ
て
い
た
た
め
、
都
市
機
能
の
無
秩
序
な

郊
外
拡
散
の
背
景
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
平
成
18
年
に
都
市
計
画
法
を
改

正
し
て
原
則
を
転
換
し
、
商
業
地
域
な
ど
以

外
で
は
、
大
規
模
集
客
施
設
等
の
立
地
を
一

旦
制
限
し
た
上
で
、
そ
の
立
地
に
当
た
っ
て

は
都
市
計
画
手
続
き
を
経
る
こ
と
と
し
、
地

域
の
判
断
を
反
映
し
た
適
切
な
立
地
を
確
保

す
る
よ
う
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
中
心
市
街
地
の
整
備
・
活
性
化
に
よ
る

都
市
機
能
の
集
積
促
進

中
心
市
街
地
は
都
市
機
能
や
イ
ン
フ
ラ
な

ど
の
ス
ト
ッ
ク
が
あ
り
、
集
約
型
都
市
構
造

の
集
約
拠
点
と
し
て
重
要
な
候
補
地
で
す
。

中
心
市
街
地
の
整
備
・
活
性
化
を
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、
病
院
、
学
校
、
文
化
施
設
な
ど
、

重
要
な
都
市
機
能
の
ま
ち
な
か
へ
の
集
積
を

促
進
し
て
、
賑
わ
い
の
あ
る
「
歩
い
て
暮
ら

屋上緑化の推進

なんばパークス（大阪市）

緑地の保全

熱田神宮特別緑地保全地区（名古屋市）

都市公園等の整備

座間谷戸山公園（神奈川県座間市）座間谷戸山公園（神奈川県座間市）

都
市
緑
化
等
の
推
進
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入
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
日
本
の
都
市
で

は
そ
の
導
入
が
極
め
て
限
定
的
で
す
。
こ
の

た
め
、
都
市
開
発
な
ど
に
あ
わ
せ
、
下
水
な

ど
の
未
利
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
太
陽
光
な
ど
の

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
面
的
利
用
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

我
が
国
の
下
水
道
分
野
に
お
け
る
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
は
、
平
成
16
年
度
に
お
い
て

Ｃ
Ｏ
２
換
算
で
約
７
０
０
万
ｔ
で
あ
り
、
今
後

と
も
下
水
道
の
普
及
拡
大
な
ど
に
伴
う
排
出

量
の
増
大
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
京
都
議

定
書
目
標
達
成
計
画
で
は
、
下
水
道
分
野
の

目
標
と
し
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
・
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
な
ど
の
実
施
に
よ
り
、
実
施

し
な
か
っ
た
場
合
と
比
べ
平
成
22
年
度
に
お

い
て
２
１
６
万
ｔ
―
Ｃ
Ｏ
２
の
温
室
効
果
ガ
ス

を
削
減
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

く
と
と
も
に
、
新
た
に
緑
を
増
や
せ
る
ス
ペ

ー
ス
と
し
て
、
建
物
の
屋
上
や
壁
面
な
ど
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
建
物
の
緑
化
は
、
緑

地
面
積
を
増
や
す
だ
け
で
な
く
、
日
射
を
遮

り
建
物
へ
の
熱
の
流
入
を
抑
制
す
る
こ
と
で
、

夏
場
の
冷
房
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減
に
も
貢
献

す
る
た
め
、
官
庁
施
設
や
民
間
施
設
の
屋
上

な
ど
の
緑
化
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
土
地
利
用
規
制
、
税
制
に
よ
る
民

間
主
体
の
誘
導
な
ど
、
多
様
な
手
法
の
活
用

に
よ
り
総
合
的
な
緑
地
の
保
全
・
創
出
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

集
約
拠
点
へ
の
都
市
機
能
の
集
積
の
促
進

に
あ
わ
せ
、
集
約
拠
点
な
ど
に
お
け
る
地
域

冷
暖
房
シ
ス
テ
ム
の
導
入
や
、
施
設
・
建
物

間
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
融
通
な
ど
の
取
組
み
を

推
進
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
取

組
み
に
よ
り
、
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か

し
た
高
効
率
な
設
備
の
導
入
や
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
需
要
に
時
間
差
が
あ
る
複
数
の
建
物
で
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
融
通
な
ど
に
よ
る
設
備
の
能

力
を
充
分
に
活
用
し
た
効
率
的
な
運
転
な
ど

を
通
じ
、
地
区
全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

の
削
減
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
な
都
市
で
は
、
都
市
レ

ベ
ル
で
こ
の
よ
う
な
熱
供
給
シ
ス
テ
ム
が
導

こ
の
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、
各
地
域
の

下
水
道
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
み
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
石
川
県
珠
洲
す

ず

市
で
は

下
水
汚
泥
と
あ
わ
せ
て
、
生
ゴ
ミ
、
し
尿
、

浄
化
槽
汚
泥
な
ど
を
下
水
処
理
場
の
消
化
槽

で
共
同
処
理
す
る
こ
と
で
メ
タ
ン
回
収
量
を

増
や
し
、
汚
泥
の
乾
燥
や
消
化
槽
の
加
温
に

有
効
利
用
し
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
の
減
量
化
と

同
時
に
、
下
水
処
理
場
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
立

度
を
高
め
る
取
組
み
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

特集■地球環境時代に対応したくらしづくり

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
面
的
利
用
の
促
進

下
水
道
に
お
け
る
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
有
効
利
用
等
の
促
進

図1 珠洲市におけるバイオマスエネルギー推進プラン

図2 神戸市における消化ガス利用の取組み
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北
九
州
市
が
目
指
す
環
境
モ
デ
ル
都
市

本
市
は
、
市
民
、
産
業
界
、
行
政
が
一
体

と
な
っ
て
甚
大
な
公
害
問
題
を
克
服
し
た
経

験
な
ど
、
地
域
の
「
環
境
力
」
を
結
集
し
て
、

「
世
代
を
超
え
て
豊
か
さ
を
蓄
積
し
て
い
く
ス

ト
ッ
ク
型
社
会
の
構
築
」
を
基
本
理
念
に
、

「
都
市
構
造
」「
産
業
構
造
」「
人
材
育
成
」

「
文
化
の
創
造
」「
ア
ジ
ア
へ
の
貢
献
」
と
い

う
５
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
、
発
展
す
る
ア

ジ
ア
の
低
炭
素
社
会
づ
く
り
を
牽
引
す
る

「
ア
ジ
ア
の
環
境
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
都
市
・
北
九

州
市
」
の
実
現
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

「
都
市
構
造
」
の
面
で
は
、「
低
炭
素
社
会

を
実
現
す
る
ス
ト
ッ
ク
型
都
市
へ
の
転
換
」

こ
の
ほ
か
、
下
水
熱
の
地
域
冷
暖
房
熱
源

と
し
て
の
供
給
や
、
処
理
場
敷
地
を
有
効
に

活
用
し
た
太
陽
光
発
電
の
導
入
な
ど
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

取
組
み
の
普
及
・
展
開

都
市
構
造
の
変
化
は
、
数
十
年
単
位
の
時

間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
低
炭
素
型
都
市
構

造
へ
の
取
組
み
は
将
来
を
見
据
え
た
長
期
の

取
組
み
が
必
要
で
す
。
国
土
交
通
省
で
は
、

今
後
も
紹
介
し
た
取
組
み
の
総
合
的
な
推

進
・
拡
充
や
、「
環
境
モ
デ
ル
都
市
」（
コ
ラ

ム
参
照
）
な
ど
の
先
進
的
な
取
組
み
の
全
国

的
な
普
及
・
展
開
を
図
り
、
低
炭
素
型
都
市

構
造
へ
の
取
組
み
を
積
極
的
に
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
先
導
的
な
都
市
環
境
対

策
を
推
進
す
る
た
め
、
計
画
策
定
、
関
係
者

間
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
や
社
会
実
験
・
実
証

実
験
な
ど
の
実
施
を
支
援
す
る
「
エ
コ
ま
ち

づ
く
り
事
業
（
先
導
的
都
市
環
境
形
成
促
進

事
業
）」
を
平
成
20
年
度
に
創
設
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
35
都
市
に
お
い
て
取
り
組
ま
れ
て

お
り
、
そ
の
中
か
ら
、
北
九
州
市
の
取
組
み

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
す
（
図
１
）。

ま
た
、
下
水
汚
泥
か
ら
得
ら
れ
る
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
域
に
供
給
す
る
取
組
み

と
し
て
、
神
戸
市
で
は
、
消
化
ガ
ス
を
純
度

の
高
い
メ
タ
ン
に
精
製
し
、
天
然
ガ
ス
自
動

車
に
供
給
し
て
お
り
（
図
２
）、
東
京
都
で

は
、
下
水
汚
泥
か
ら
炭
化
燃
料
を
製
造
し
、

石
炭
代
替
の
燃
料
と
し
て
火
力
発
電
所
に
供

給
し
て
い
ま
す
（
図
３
）。

図3 東京都における汚泥燃料化の取組み

「環境モデル都市」は、世界の先例となる「低炭素社会」への
転換を進め、国際社会を先導していくため、温室効果ガスの大幅
削減など高い目標を掲げて先駆的な取組みにチャレンジする都市
を政府として選定するものです。平成20年1月の第169回国会にお
ける内閣総理大臣施政方針演説を受け、「都市と暮らしの発展プラ
ン」に位置付けられ、平成20年4月から5月にかけて内閣官房地域
活性化統合事務局が募集を行ったところ、全国の都市・地域から
82件の応募がありました。

5つの基準（温室効果ガスの大幅な削減、先導性・モデル性、地
域適応性、実現可能性、持続性）のほか、都市規模別の自治体数
のバランスや国際的訴求力等も考慮され、平成20年7月に6団体、
平成21年1月に7団体が環境モデル都市として選定されました。
選定された都市はアクションプランを策定し、国土交通省など

関係省庁が連携してその実現を支援することとしています。また、
環境モデル都市の優れた取組みの拡大や世界に向けた情報発信が
行われます。

大　都　市：北九州市、京都市、堺市、横浜市
地方中心都市：飯田市、帯広市、富山市、豊田市
小規模市町村：下川町、水俣市、宮古島市、檮原

ゆすはら
町

東京特別区：千代田区　　　　　　　　　　　　　（五十音順）

選定された環境モデル都市

コラムコラム　コラム　
column

環境モデル都市について

―
◇
―
◇
―
◇
―
◇
―
◇
―
◇
―
◇
―
◇
―
◇
―
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の
方
か
ら
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
導
入
可
能

な
低
炭
素
技
術
や
土
地
利
用
の
あ
り
方
な
ど

に
つ
い
て
の
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

を
取
組
み
方
針
と
し
て
、
今
回
、
本
市
の
城

野
地
区
に
お
い
て
、
そ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
市
街
地
の
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
街
区
を
目
指
し
た
「
低
炭
素
先
進
モ
デ

ル
街
区
」
の
形
成
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

城
野
地
区
に
つ
い
て

城
野
地
区
は
、
本
市
の
小
倉
都
心
か
ら
南

東
約
３
㎞
に
位
置
し
、
Ｊ
Ｒ
日
豊
本
線
城
野

駅
や
モ
ノ
レ
ー
ル
城
野
駅
、
国
道
10
号
に
隣

接
す
る
約
20
ha
の
土
地
で
、
平
成
20
年
度
末

に
予
定
さ
れ
て
い
る
陸
上
自
衛
隊
城
野
分
屯

地
の
移
転
や
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
城
野
団
地
の

「
団
地
再
生
（
集
約
化
）」
に
伴
い
、
今
後
、

大
規
模
な
土
地
利
用
の
転
換
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

エ
コ
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
取
組
み
概
要

こ
の
地
区
で
は
、
公
共
交
通
の
拠
点
性
を

さ
ら
に
高
め
自
家
用
車
の
利
用
を
抑
制
す
る

仕
組
み
や
、
２
０
０
年
住
宅
な
ど
の
超
長
期

型
住
宅
の
導
入
、
太
陽
光
な
ど
の
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
利
活
用
な
ど
次
世
代
の
普
及
技
術

な
ど
を
取
り
入
れ
、
全
国
の
先
例
と
な
る
低

炭
素
型
の
街
区
形
成
を
図
り
ま
す
。

現
在
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
、
有
識
者
、

市
民
、
各
種
事
業
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

特集■地球環境時代に対応したくらしづくり


